
能楽資料の宝庫
―法政大学能楽研究所の蔵書紹介―

宮本 圭造（法政大学能楽研究所）



法政大学能楽研究所設立のころ

能楽研究所の正式名称

野上記念法政大学能楽研究所

1947年
野上豊一郎、法政大学総長に就任。

文学部内に能楽研究室を設置。
1950年
野上総長没（享年65歳）。
能楽研究室を拡充して研究所とする方針決定。

1952年
野上記念法政大学能楽研究所発足。



創設前後の活動

能楽研究所の設立趣意書

能楽研究所の創設は「新日本建設に一つの礎石を築」き、

「世界の文化に日本人の立場から貢献」することを目的とする
。

①研究上の計画

能楽事典の編纂、能楽資料叢書の刊行

②資料上の計画

文献的資料の収集、能面・衣装・楽器の収集

③普及上の計画

演能会・講演会の開催、新様式能の試演



文献資料の収集

１９５０年（能楽研究所創設２年前）

大学図書館の予算から総額７１万円を計上
（山手線初乗り１０円、映画館入場料８０円）

１９５０年～１９５３年

日本税制使節団（カール・シャウプ団長）の勧告によ

る富裕税徴収が実施

→貴重な古書が数多く市場に流出



現存最古の狂言台本

(その他23種類一括で

8万5千円）

伊達家伝来謡本（100冊で25万円）

本願寺下間少進筆能伝書（その他9種類一括で10万円）→



能楽研究所の歩み
1963年 金春宗家蔵の世阿弥伝書等を受贈。

1971年 麻布校舎3階に移転（当時の蔵書２万冊）

1975年 「観世新九郎家文庫」（約650点）寄託（後受贈）。

1976年 江島伊兵衛氏の「鴻山文庫」（約１万点）受贈。

1977年 鴻山文庫受贈・創立25周年記念「能楽資料展」

1981年 富士見校舎に落成した80年館３階に移転。

1981年 宝山寺金春家旧伝文書「般若窟文庫」（約２千点）受贈。

2000年 ＢＴ23階に移転。竣工記念能で「翁」「羽衣」



能楽研究所の貴重資料

吉川家旧蔵車屋謡本

鴻山文庫蔵 重要文化財



江島伊兵衛
（1895-1975）
「鴻山」文庫の名は「江島」姓に由来





世阿弥伝書『二曲三体人形図』

室町時代

小鼓役者宮増親賢画像

戦国時代



織田信長の朱印状（観世新九郎家文庫蔵）



紫調小鼓（江戸時代）



能楽資料の概要
１謡本

能の台本

２謡曲注釈書

能の台本の語釈

３伝書

能のあるべき姿や役者の心得

をまとめた理論書

４付（つけ）

能の演じ方を具体的に記したもの。型付・手付。

５史料

能の歴史に関わる資料。番組・書状など。

６狂言 ７その他

狂言に関する資料 面・楽器・レコード・写真



能楽研究所が所蔵する最大のコ
レクション

謡本（能のうち謡部分を中心とする謡曲の台本）

室町後期から現代にいたる約１７００種、

１万８０００冊

巻子本・冊子本

写本・古活字本・整版本・石版刷本

絵入表紙本・雲母刷表紙本



室町後期観世元頼節付謡本





安土桃山期金春安照節付謡本





江戸初期観世黒雪筆謡本





江戸初期刊古活字版光悦謡本
（嵯峨本謡本）





能楽研究所が誇る伝書のコレクション

二曲三体人形図



世阿弥『風姿花伝』



金春禅竹『六輪一露之記』



『八帖本花伝書』



能役者の肖像

宮増弥左衛門親賢画像
森田庄兵衛光広画像



『能御絵鑑』（江戸中期）







『能楽図絵』（明治末刊）



能の興行を描いた資料



齋藤月岑『弘化勧進能絵巻』









『猿楽図略』
春月亭梅薫画・序、歌月庵(小田切春江)跋
天保七年の名古屋大野舞台での能興行の様子を描く



台湾での能楽上演に関する資料



アメリカでの能楽上演に関する資
料



中国大陸での能楽上演に関する
資料
雑誌『満鮮謡曲界』（１９２８年）

上海宝生会番組（１９４４年）



謡曲レコード



1942年日本紙芝居教育協会制作
「謡曲物語接待」





こんな能楽資料も



https://nohken.ws.hosei.ac.jp
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